
け
て
参
っ
た
の
で
あ
り
一
ん
と
す
お
献
能
K
在
り

一人
類
の
幸
怖
が
百
現
ず
る

ま
す
。
そ
う

L
て
有
史
一
相
官
困
難
在
る
事
態
を

一と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

以
来
、
始
め
て

の
苦
杯
一
費
悟
せ
ね
ば
た
ら
友
い

一
こ
の
信
念
と
歩
み
こ
そ
が

を
嘗
め
た
敗
戦
、
被
出
一
の
で

あ
わ
ま
す
。

一険
.
誌
な
廿
却
問
勢
の
中
に

領
と
い
う
厳
し
い
説
一
員
一
こ
む
船
舶
局
K
際
会
し
て
血

一在
っ
て
希
望
を
村
た
し
め

か
ら
、
E
う
仁
か
粉
五
一
闘
む
位
全
な
る
長
巌
と
紘

一自
ら
を
品
め
正

L
い
判
断

を
回
復
す
Z
TC
-V
う
付加一

興
を
桝
献
す
H

ぐ
た
め

K
は
背
一止
決
断
と
を
似
し
て
、
あ

一
の
段
階
は
漸
く

K

L
一
年
む
力
K
特
つ
所
が
勧
め

一や
ま
め
の
た
い
質
肢
を
た

て
茸
戚
ぜ
ら
れ
た

の
で
一
て
大
き
い
事
拡
言
を
秒
以
光

一し
、
洲
一想
を
現
段
化

L
て

あ
り
ま
才
が
、
今
後
の
一
た
い
と
こ
ろ
が
彦
り
ま

L
一行
く
原
駒
力
と
な

る
の

で

日
本

K
H約
都
多
の
難一

て、

今
日
附
れ

む
成
人
と
一あ
わ
ま
す
。

闘
が
脳
出
比
わ
っ
ぺ
い
之
一

た
ら
れ
た
昔
さ
ん
こ
そ
紘
一
誤
っ
た
枇
宙
の
動
き
に

之
さ
は
昔
さ

λ
相
承
知
一
笑
K
、
そ

む
肱
劃
力

t
丘
一

左

右
さ
れ
る
こ
と

の
在

の
蔚
わ
で
あ
り
ま
す
。一

っ
て
識
か
お
り
れ
ば
古
ら

一
い
譜
佐
川
な
引
き
、
人

こ
れ
を
刊
・界
的

K
見
ま
す
一
泣
い
の
で
あ
わ
ま
す
。

一

格

ぴ
川m
z左
を
養
う
こ

と、

米
ツ
二
大
陣
営
に

分

一

特
K
載
が
大
村
市
に
於
一
之
で

た
め
ま
す
。
桔

3

1
1
!

入
そ

、
ld
F
ま
一

一
ん
に
期
待
す
』
め
も
の
は

d
芦

百
円

z-
H
F
売
し
1
4
t
一
い
て
は
、
昏
業
の

-R成
一

割
前
一
酢
乱

¢
μ
件
前
作
件
L
I

一

経
一
加
の
航
光
、
買
生

の
一
地
哨
川
町悦
v
d

い
U
仇
市
続

一
時
、
が
和
m
片
方
R
Kι
恥
斗
安
定
、
私
有
の
拡
興
等
一
足
ー
リ
:一
14tH川
1
4依

一

一

蔀

H
F粘
一酬
で
あ

い!
っ
η
あ

Z
ょ
う
で
主
り
一
民
殻
多
¢
、

-ECEμ
一
め
ま
れ
。

ま
ォ

山一
!
山川
刑
判
女
¢
各
地
一
お
も
浩
ヤ
可
郎
長
色
川
魁
一
ど
う
か
皆
さ
ん
は
日
ph

を

戸
市
は
怯
撚

i
l

イ
L

一件
陣
営
一
が
柿
・
に
わ
り

て
い

ろ
の

一失
う
こ
と
た
(
・
刑
も
凡
一

σ-r相
心
配
、
自
Z
V
巴
虫
一

で
あ
わ
ま
し
て
、
三
恥
一ゆ
る
も

の
に
味
を
ぺ
り
、

一

利
勾
・

2
eゎ
政
治
的
犯
般
一
ら
村
凡
パ
て
日
想
を
超

一的
散
を
防
ぐ
炉
‘十
川
い
い
を

一

村
刊
m併
の
各
州
、
特
K
ブ
一
う
て
匙
む
民
っ
た
ど
中

一架
し
て
、
い
た
H
h
j

l
L
尺
ll

J
7
M
天
州
在
袈
っ
ぺ
い
1

一

忙
詐
句。
、
弘
吉
市」ゐ
L
一
の
情
」払
い
め
ま
すい

・亦
h
Aa

か

y
b却
で
4
4

・
り
ま
す
c

一

皆

吉
λ
の
お
力
に
払
利
一ら
成
人
K
な
ら
れ
ま
l
l

た

奇
お
叉、

程
抗
制
約
に
見
一
す

る
I
L
こ
ろ
が
式
合
い
1

一品刊
さ
ん
を
刷
阿

l
宏、
ず
三

ま
L
て
も
川
ド
説
的
臥
治
一
の
で
念
め
ま
す
。

一此ハ
K
、
新
さ

λ
じ
対

L
て

日
1
一一

水
年
は
講
和
殻
効
後
二
年
(
段
階
K
入
ら
ん
可
と
す
る

時

汗

安
K
け
つ
終
抗
日
制
油
一
然
る
が
故
げ
、
こ
の
際
私
一大
き
な
持
科
任
れ

ー
一て
い

一明

二

日

の
新
一
杯
争
-迎
え
た
の
で
一
忙
際
し
成
人
と
し
て
の
加

む
耳
刊
町
も
め
ゎ
、
特一

村
祐

F
各
信
と
共
K
、
昔
一
る
こ
と
を
品
べ
ま
し
て
武

一一一U
一
一あ
り
ま
し
て
旧
版

に
は
官
二
歩
佐
川
町
み
出
す
こ
と
に
一

K
肢
が
h
b
む
経
桝
非
は
-
さ
ん

K
Kん
す
営
み
が
μ
h
l

む一
昨
よ
」
致
し
ま
す
。

一一円

二
美
大
島
も
肌
闘
に
復
附
す
一
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
に
一
ま
す
巴

一

ま
し
た
我
々
日
木
国
民
一

管

叱
組
国
の
再
建
復
興

一

抑
鮪
車
乱
の
松
叫
に
作

一位
、

E
I
く
燃
も
蹴
く
美
一

昭
和
二
十
九
年
一
月
十

戸
川
ト
一
る
と
い
う
朗
報
を
得
て
愈
一的
し
、
市
民
各
位
ー
と
共
に

一

戦

後
八
年
、

京
臨
の
焼

一

は
、
北
え
難
き

kmえ
一

を
目
指
し
て

一
意
専
心
一
い
、

特
お
む
紙
パグ
ー
ら
一
し
い
芯
と
脚
い
の
あ
る
則
一
五
日

一
々
、
飛
躍
的
復
興
殻
展
の

一
心
か
ら
お
ま
わ
び
を
巾
上
竹
一
土
の
中
か
ら
起
も
上
旬

↑

忍
び
知
き
を
忍
び
、
日
ハ
-

孜
々
と
し
た
歩
み
を
続
一
船
山
入
め
均
帆
を
失
セ
一

に
拡
必
十
刊
界
む
一十
和
と
一

大
村
市
長

大

村

純

叡

{
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p
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昭
和
一
二一
干十リ
1ル
年
の
年
顕

貧
乏
人
は
貧
乏
人
ら
し
一

寧
ろ
、
乙

の
困
蜘
難m
を
硲

の
組…
織織織一
休
休
を
骨
隼
竺
骨
玄
苧
買
貝
す
一
ま
す
o

の
器
官
勉
め
ら
れ

白
骨
に
起
閃
す
る

の

嬰

笠

す
る
o

貧
弱

在

六

、

取

入

の

増

加

の

筑

に

市
民
か
ら
後
指
を

に
院
し
て
、
所
懐
の
一

〈
必
要
最
小
限
度

の
生
一

間

不
動
の
信
念

と

、

周

る

と

さ

h
闘
結
と
に

一

二
、
身
心

の
修

養

と

業

た

い

。

私

と

L
て
も

で
あ
り
ま
す

。

財

似
を
N
V

っ
て
、

而

更

に

工
夫
を
私
む
こ

さ
k
れ
ぬ
事
陀
就
い

紛
W
1
・申
し
述

べ

皆

さ

ん

活

の
安
定
を
計
る
之
と
一
密
で
合
理

的

在

計

前

主

依

っ
て
威
力
を
静
抑
一

訪
の
研
鈴
K

一

段

と

職

員

研

修

の
桝
会
を

問

、

世
作
、
依
例
、
規

R
k
t
J
n
h作
れ
る
仕
事

、と
。

て
十
分
の
注
意
を
裂

の
倒
協
力
を
、

お
願

い

に

努

め

、

健
全
な
る
経

一

強
間
な
実
行
カ
'と
を

以

す

る

主

い

う

こ

と
を

一

勉

め

よ

卓

越

1
L
た

れ
る
よ
」
此
ハ
陀
、
有
能

川
を

一
府
笠

原
一一せ

よ

そ

す

る
に

怯

杭

小

た

税

金

、

保

険

料

、
水

笠

L
ま
す
。

し
た
い
よ
」
思
い
ま
す
。
桝
的
基
礎
を
堅
め
る
べ
一
て
、
市
民
の
幸
柄

の

鴛

理

解

せ

よ

。
去
る
十

一

帯

想

も
正
7
し
い

判

断

主

人
ば
厚

く

符

迦

す

法

律
、
保
例
、
足

M

肖
耗
一

h
、
安
通
過
信

誼
料
、
病
院
取

入

、

以

上

相

当

制

叫
に
つ

znが
国
は
今
や
摘
さ
一一

〈
、
心
を
引
き
し
め
ね
一
忙
挺
身
し
よ
う
と
回
く
一

月
一
日

K
珍
足
し一

も、

事
務
の
能
率
の

旬。

ztk}
E
Z
E
&，
η
い
て
、
リ
川

野
に
引
る
止
也
、
強
力

家
賃
収
入

、

森

林

牧

い

て
匙
ベ
ま

L
も
三
か

年
四

の
新
春
を
迎
え
、

ば
な
ら
ぬ
時
と
思
い
ま
一

mい
た
い
主
思

っ

て

も

信

念

を

持

っ

て
業

K
節
約
す
る
よ
」
共
に

入、

一布
川
口
削
↑
随
分
取

と
れ

一
K
而
一
氏
の
製

旧
臓
に
は
主
夫
大

島

の

す

。

一

、

お
め
を
す
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昭

和

一一
十
九
年
の
大
村
市
に
於
け
ろ
成
人
式
伏
、
成
人

の
日
の
一

月
十

上

一五

日、

市
主
似
の
下
忙
中
央
公
開
館
に
於
い
て
挙
行
さ
た
た
。

，
一
今
住
の
成
人
誌
常
者
は
一
般
市
民
、
男
子
丸
九
川
名
、
女
子
五
一
九
名

の
計
一
、

，.

一一

一一一
一名
、
円
円
安
際
日
大
村
f
隊
二
八

一
名
、
竹
松
叩
除

一一

川
名
、
合
計
一

、

4ι

一五

O
八
名
で
あ
っ
た
。

式
村
午
前
十
時
か
ら
見
'助
役
の
式
辞
、
知
事
(
代

一
口
ミ
ヤ
市
識
ハ
女
子
の
部

子
、
午
後
一
時
か
ら
女
子

一現
内
海
東
彼
北
山
地
方
事
一
の
式
〉

仙寺
の
訓
辞
が
あ

っ

と
二
問
K
沙
っ
て
行
わ
れ
一
務
所
長
)
森
市
議
会
議
長

一
て
男
子
代
表
中
底
的
義
宣
君

売
が
大
村
市
長
代
理
村
川
一
高
見
市
敢
行
罪
員
長
、
出

一
ハ計
一淵
)
女
子
代
表
飯
野
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錯
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洋
子

3
ん
ハ
犬
村
)
か
ら

液
剃
た

ろ
答
辞
が
行
在
わ

れ
、
記
念
品
の
成
人
手
帳

?と
某
銀
行
の
十
円
記
入
頭

金
通
張
、
市
内
ご一
映
函
館

の
割
引
入
場
牝
仲
介

d

ぎ
を
乎

K
、
二
十
才
の
青
脊
忙
輝

く
苓
び
の
春
姿
を
街
忙

ハ

ン
ラ
ン
さ
ぜ
か
ん
。

-在
お
保
安
除
.
阿
部
除

で
は
こ
の
目
、
早
朝
隊

内
で
成
人
式
を
挙
行
し

特
車
も
参
加
し
て
献
早

長
崎
岡
市
内
の
市
中
行

進
を
行
っ
た
。

市
長
式
辞
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の
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市
民
の
幸
一臓
に
挺
身
せ
ん

…
御
用
始
式
の
市
長
訓
示
要
旨

一

全
職
員
に
六
ヵ
僚
か
要
望

れ機的~~添?と
ん休に 貸 う新
こと民虻様機
とし K 従 K fY9: 
をてーい各 の
~J i汚つ 、々 日
望動の積共(lT，J

しさ有磁のに

向
上
も
皆
そ
の
人
の

人
格
と
抑
拙
K
基
く
一

も
の
で
あ
あ
三
止
を

一

考
え
皆
き
ん
収
今
年

一

は
前

一
府
自
ら
心
身

一

の
修
養
鍛
械
と
業
務
一

が
あ
(
ソ

て
期
日
E
定
め

た
通
知
が
既

花
時
期
が

過
ぎ
て
し
ま
い
市
只
各

位
が
非
常
陀
迷
惑
さ
れ

て
い
る
処
が
あ
り
ま
す

そ
れ
で
各
出
張
所
、

町
線
代
、

班
長
主
隠
の

剛
山
付
系
統
の
方
は
勿
論

各
家
庭

の
方
々
司

M
慨

を
御
覧
に
在
っ
た
ら
、

そ
の
日
中

吃
速
や
か
に

が
隣
り

吃
廻
し
て
戴
く

上
う
に
お
附
致
し
合
す

大
変
お
忙
し
い
の
に

仰
間
倒
た
場
合
も
あ
る

主
思
い
ま
す
が
、
市
民

お
互

の
た
め
で
す
か
ら

何
卒
御
協
力
下

さ
い。
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損 盆 計算 書

支 出 l 牧 入

科 目|命 制 | 科 同 |金制

U!C務監 j 吏 n 給 ~ 29. (150:00: (事紫牧入 〉入場 料 788.24800;

給 料 511 . 608:~~\ 日刊投梨券買上金 I307.572.10000 

職日手当 4民間2:~Ó~ (使用料引 璽庖使川料 2問 .507.00
披 雰 | 札 5叫ojl手載料} .J>l J~ (j7~ " j 14' 

泊耗 品 控 5日1川 O4;〔雑 入〕加川皆収 入| 8441.o∞O∞00∞ 0 

燃 料 3針~ I 8蜘3却8舵e何町5
修 約 料 .2刈 0dポ H トエ ンジン1官1!(，1i:げ河6託合仙，.似!牧入 I 2加眠則5ιり児lSs札υ2附 n

保 除 料 侃 9附 J 到 長遮泣不能牧入 572ρ畑川Oω捌9卯Oれ刊O 

備 品 費 6.5刈」 阿未漏端逝切拾合翻 1.0円4り 印附00

(~開司俄質〉貸 金 1 6.仰 .4制8ω叫9到%:b0d 共ω他耕 入 11 667.2
1A

65 

雑手 当 785.691;00l / I 
抜 費 4.851.098:001

消耗品費 516.517:801

燃 料 費 .264.132:00! 

食糧費.219..209:00l

印刷製斗;':1.'i. I 3.537・4841001

光 熱水費 47.020100

泊信運搬費 106.131:00 

民 告 料 4.627.380:00

手 数 料 91.550:0。
借料及損料 2.297.470:00: 

修 繕 料 3.963.810;40

交際費 199.664:00

報 償 費 138.102.870:0。
保険料 7.233:00:

備品費 6.385恥
(営僻費 〉 修 緋 品 84.198:00

〈諾・支出金j寄附合 150000:00 

会持費 9.964565:00 

負担金補助及交付金 15.598.951)100 

賠償及慣週金 I .230.679. 07510d 
補償金及楠現金 58 OJO:OO 

(元剥償還金)利子及割引料 837.290:00

間定費産|制 j質 30.209i7 

誠倒償却費 2317 . 53~li73 
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E
伊
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，ノ
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、一A1
白
乙
7p
u
引
実
吻
UF

一
宮一む

L
し
い
「
骨
内
う
北
町
悟

K
L」
、

円

1
43J
司
羽

一
日
町
一

J
a
i茸ハ
J
U一系

Z
Z
E
Jノ
J

ノ

1
7
λ
E

…
艇
…

犬
村
市
替

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
の
昭
和
二
十
八
年
度
ヒ
苧

期

…
拙
鴨
川
…

決
算
そ
終
了
い
た
し
全
し
た
の
で
中
間
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

r
t
L
丁
度
、
四
月
が
大
村
競
艇
場
開
設

一
週
年
で
あ
り
ま
し
た
の
で
四
月
四

日
よ
め
=
一日
間
華
々
し
く
記
念
ν

l
・
ス
を
開
催
し
た
の

で
あ
め
ま
す
。
そ
の
聞
の

賀
上
、

一
円
平
均
四
六
五
万
問
主一式

5
開
設
以
来

む
レ
コ

ー
ド
を
樹
立
し
ま
し
た

然
し
た
が
ら
本
期
壮
一伸
び
ゆ
く
と

の
事
業
吃
対
す
る
天
の
試
紋
と
一
買
い
ま
し
よ
か

六
、
七
月
上
旬
に
西
日
本

一
帯
ぞ
襲

っ
た
脆
風
つ
余
波
や
不
服
な
天
候
等
に
よ
わ
一
月
投

資
上
は
矧
待
K
反
し
下
廻
る
と
云
う
事
態
を
生
じ
た
の
で
あ
め
ま
す
が
、
八
月
に
て
ー

は
一
日
六
八
七
万
関
の
賢
上
を
示
し
、
意
気
天
を
つ
く
慨
で
あ
り
ま
し
た

。

一

山叫到

然
る
に
叉
九
月
K
た
る
I
P
」競
輪
、
競
馬
vp
-同
時
開
催
、
そ

の
他
の
悪
保
件
も
加
わ
一

り
、
資
上
も
時

吃
よ
わ
凋
落
を
菟
れ
注
か
(
っ

た
も
の
L
、
水
期
に
於
い
て
は
開
設

一
借

当
初
の
借
入
金
二
千
万
聞
も
返
慎
し
、
更
K
剰
余
命
の
累
計
す
た
わ
ち
自
己
資
本

一

!

金
の
一
千
五
百
万
闘
を
以
て
運
替
し
資
産
償
却
商
K
於
い
て
も
七
百
万
闘
の
引
当
三
信

金
そ
計
上
し
て
い
る

の
で
あ
わり
ま
す
。
叉
州
日
経
計
算
の
町
忙
於
い
て
は
六
カ
月
間

一

九
六
五
万
闘
の
純
径
を
計
上
し
た
の

で
あ
め
ま
す
。

{

現
在
で
は
全
闘
十
七
カ
所
の
競
艇
場
の
設
立
を
見
て
お
め
ま
す
が
、
当
大
村
競
艇
仁
ト

場
は
モ

l
グ

1
ボ

l
ト
事
業
の
開
拓
者
止
し

て
、
凡
ゆ
る
都
市
に
貢
献

l
つ
L
、
}

施
行
者
の
眼
目
で
あ
る
地
方
財
政
の
寄
興

に
向
っ
て
巡
進
l
て
い
あ
の
で
あ
め
ま

す
。
何
卒
本
事
業
創
設
の
目
的
を
達
成
す
九
億
に、

ル
民
皆
様
、

一
眉
の
例
理
解

あ
る
御
協
力
を
御
願
い
す
る
次
第
で
あ
h

り
ま
す

。

質
上
成
績、

貸
併
対
照
表
、
相
斜
計
都
政
問
は
左
記
の
通
わり
で
あ
り
ま
す
。
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ハ
土
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一

段
(月
)山一

ト
ト
j
t
'v
一
O
大
府
市
昭
和
渦
わ
野
間

J
1
同
一

一溜
次
氏
は
患
者
給
食
用
米

一
町
一
一
椴
T

と
し
て
亜
鉛
板
製
一
斗

一
引
一
一入
り
F

丸
型
)
古
恒
例
を
市

一
刻
一
一立
病
除
忙
容
附
し
た
の
で

一
話
一
一市
長
よ

り
感
謝
献
を
校
興

1
1

1

1

1

1
「
け
一
て

た

。

(
市
立
病
院
つ

一

一
O
大
村
市
春
日
町
、

渡
謹

一

一鉄
郎
氏
は
故
軒
木
志
能
夫

一

一

H
の
忌
明
忙

際

L
金
参
院

一

一関
也
を
、
文
大
村
市
武
部

一

一郷
林
間
謙
二
氏
は
故
林
回

一

一早
苗
氏
の
思
駅
'と
し
て
金

一

一

試
千
国
也
を
、
そ
れ
ん

1

/
/
f
J/

一

一新
会
事
業
費
、
と
し
て
共
同

/
』

一
募
金
へ

容
附
し
た
。

一

f

共
同
募
金
会
ν

一
歳
未
慰
問
金
受
付

一共
同
募
金
K
つ
い
て
は
、

一市
買
の
皆
様
の
御
協
力
忙

一依
め
ま
し
て
着
々
そ
の
賢

一結
hz
あ
け
て
お
り
ま
す
が

一今
年
時
募
金
の
内
よ
め
戯

一末
K
際
[
お
筑
の
悲
恋
御

一家
庭
の
方
々
二
、
阿
六
八

一人
に
対
し
十
七
万
二
千
七

一百
六
十
闘
を
交
付
し
た
。

一

ハ
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募
金
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〉
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言十

金主主手リ

言，.

J9J 主与

一
乏

/
¥
も
心

豊

か
に

一
日
夜
長
に
想
う

ハ下
ν

一
い
わ
ゆ
』
小
松
後
翫
の
多
い1

一
守
」'と
ト品。

一

名
月
や
栴
の
匂
ひ
も

一

木
の
院
よ
め

一

袋
菊
む
き
か
わ
月

H
K
一

一

せ
か
れ
り
わ

、

一

一
郷
土
が
生
λ
先
天
下
の
俳
一

一
λ
川
原
悠
々

位
、
安
7W

K
一

一映
ゆ
る
名
月
を
、
肢
末
一克

一

一
合
庭
の
葉
む
さ
か
わ
を
斯

一

一く
訴
じ
、
そ

の
日
の
4
肝一

一
忙
弘
前
一わ
れ
不
苦
し
い
賞

一

一
間
の
時
代
の
作
に

一

一

周

一
つ
で
き

て
走
り
つ
一

一

く

村

カ

克

一

一屈
託
の
無
い

旦
々
た
ス
・
心一

一j

♂
か
さ
が
覗
え
て
叫ん玖

L
い1
一

保

安

隊

員

か

ら
寄

付

一
て
九
州
を
離
れ
て
遠
く
K
一係
長
、
大
村
保
舵
所
長
ブ
一

大
村
ん
い郷
土・
史
家
の
訴一

保
安
険
大
村
部
隊
内

ι行
く
、
ふ
み
き

り
t
L
て
一企
係
、
右
京
社
迎
え
刊
誌
帆

一

三

辿
り
人
の

ι、
都
府
一

駐
屯
し
て
い
た
、
第
ムハ
五

大

村
の
皆
殺
仁
御
恩
返
と
一代、

知
人
会
、
青
年
関
代

一

'
'
L
ej
3

-
!

一

一
建
設
犬
除
は
、
市
内
の
-思
い
立
も
ホ
営
忙
僅
か
で

一表
、
市
会
議
員
配
交
え
研
一

仁

L
吋
れ
好
く

7
司
ょ

一

道
路
、
橋
梁
等
数
々
の
土
一す
が
父
に
も
許
し
を
受
け

一究
討
議
の
結
果
、
地
区
内

一

り
上
下
の
性

F
よ
く
劇
一

木
工
事
陀
功
績
を
残
し
て
↑党
県
舞
金
の
一
部
で
す
。
一
全
部
孫
を
モ

デ
ル
衛
生
訓

一

利

l
て
和
杭
的
在
射
竹

一

去
る
一

月
十
一一
一目、

新
駐

一決
し
て
幸
い
tc
云
え
た
い
一落
p

と
し
て
殻
足
す
る
よ
う
一
女
化
、
経
併
の
此
策
は一

屯
地
の
愛
知
勝
監
川
市
K
一人
々
の
街
殺
に

立
+り
ま
す

一
中
合
せ
も
ん

。

一

高
く
、
名
分
野
K
E
ゎ
一

移
駐
し
売
が
、
川
護
K
先

一在
ら
、

z
λ空
路
し
い
事
一
二
、
泊
防
協
力
班
の
編
成
一
政
多
の
名
ナ
義
人
な
ん
主

立
ち
匿
名

川一
企
除
一

除
員

は

あ

わ
ま
ぜ
ん
の
最
後
に
一
ハ

一
月
十

一
日
〉
水
、
火
一
日
一
と。

一

ド
ら
衣
の
よ
う
託
手
紙
と
一当
市
の
仰
礎
展
そ
新
め
ま
一災
等
非
常
事
態
の
発
生
の
一

-E
!
?

一

駅
五
百
闘
争
添
え
て
大
村

一す

。

一

際
、
救
一談
、
川町
郷
、
炊
同
一決
そ
た

k
hり
て
省
主
制
・り一

市
長
比
寄
せ
に
。
市
で
は

一

一
月
す
コ
一日

一摂
理
た
ど
治
防
分
間
の
前
一先
賢
の
偉
そ
訟

り
と

L
之
一

直
ち
陀
共
同
募
金
陀
受
け

-犬
村
市
長
様

一動
在
側
聞
か
ら
按
助
す
る
一
に
似
い

イ
身
を
修
め
、
脊

一

入
れ
枇
倉
市
宇
業
費
児
所
用
一

安

一

際

員

一態
努
そ
整
え

る
た
め
川
一眼一

L
い
小
府
警

主

立

っ

て一

す
る
。

(
柿
祉
事
務

川

)

「
ー
ー
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
一所
を
本
部
と
し
各
部
落
に
志

向

自
他
の
境
い
な

三

一

前
略
御
免
下
さ
い
口
常

i
j
i
i
i
i〈
{

一知
人
合
員
ま
交
え
十
h
名一

λ
の
辛
子
乞
北
ハ
忙
敗
、ふ
説

一

地
犬
村

の
皆
誌
に
は
随
分

一

出

張

所

便

り

一以
上
を
以
っ
て
一
ケ
班
三
ト
き
心
と
、
明
示
r
ヨ

犬
山
D
一

vt
御
迷
惑
の
か
け
過
し
で

一

f
j
{
i
i
i
i
j
j
t
一す
ろ
部
落
協
引
班
を
編
成

一一一一一
i
'

;
5・
I
9
c
一

司
、小
心
残
・り
を
感
じ
乍
ら

一
〔
縞
重
〕

一
班
長

K
杖
総
代
が
営
り
活

一挙
ノ一一山
ι一一変
化
止
静
か
w
味

一

今
配
、
異
郷
の
皆
川
陀
移

一
一
、
モ

デ
ル
衛
生
部
落
の
一

闘
す
句
の
こ
と
に
た
っ
た
ロ
一
、
ヴ
押
技
監
カ
お
人
の
か
ん
い
一

動
致
し
ま
す
。
(
中
略
)
一建
設
協
議

ー

一三
、
般
土
検
定
制
査

一

で

お

わ
か
し
と
今

の
刑
台

一

昨
年
、
私
の
家
が
水
害
で

一一

月
十

一
目
午
后
二
時
よ
一
増
産
を
ほ
ぼ
む
酸
土

の
矯
一
を
求
め
ろ
筆
者
は
凱
が
古

一

や
ら
れ
た
際
、
れ
伝
よ
り

一
・り
嗣
軍
出
践
所
陀
一
於
て
市
一正
が
先
決
問
題
光

t
一
隔
重

一い

た
め
だ
ろ
う
か

口

一

足
舞
金
子
戴
き
何
か
始
め

保
舵
衛
体
課
長
、
企
防
疫
一農
協
と
出
張
所
が
一

休
と
一(
十
一
月
二
十
日
市
民
課
長
)一
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た
り
技
術
指
噂
仙仰
の
際
援

や
一得
て
客
年
中
か
ら
地
区

全
般

K

E
っ
て
抽
出
隊
土

検
定
を
し
て
い
た
が
、
近

く
結
果
が
概
り
次
第
全
矯

正
事
業
推
進
協
議
の
予
定

問
、
民
生
署
員
事
務
研
究

会一
月
八
日
午
后
二
時
か
ら

出
張
所
K
お
い
て
新
苓
腕

の
民
体
零
員

の
初
合
合
を

開
音
、
民
生
零
目
前
配
に

わ
い
て

む
研
筑
打
合
せ
hz

行
っ
た
。

こ
胴
東
出
張
川
』
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新
春
恒
例
の
出
一
初
式

眼
を
み
は
る
前
防
の
威
力

りt:. 政市村大昭和29年 2sl日(三〉

〆 「 〆 ' " 4作r-.
第第第 z 第
十四+ ・十四-
四分間 生二

分尾圏藤分水間孟1'-.:'分一
圏上)附岡村 巴育里瀬

‘高IJ"~J 'v  添削

治安分幅班末分配 正
肋 園長関
副維長治 市正長幸 巳

ハハ r r t'flir、部
第 第 第 第 長 郡 長
六 十 三 十十
分 四 分 竺 二

有闘貞分藤闘官;分稲分三

)掛闇附)永岡 m圏 ・加l
川普 v rtPJ 7'白 根

謎紀班鐙防元副静f自
部長部班防

清長敏 雄長一長雄前IJiI: 
!〆"' r-¥ r、 〆、 ~'i 'l'

i実習さ安三
分草分分前;1 副

飯闇呈尾関前iI副都i~ 巴立駅

む室崎浜月レ立石長
話塁雪蕎警武長島ii鶴

次~I 維長雄 勇長 ;怯

ハ
左

は

!一
豪
批
な

放

-水
訓
紙
〉

J

一

醤

年

子

始

め

同

胞

援

護

曾

の

孤

一

jr

一

二
月
二
十
児
収
容
施
設
で
あ
る
竹
一

さ

物

五

日

の

ク

松

原

口

郷

の
子
供
の
家

一

仁
ノ
陥
泊
り
ス
マ
ス
や
、
鯨
立
聾
皐
校
内
の

一

f

J
，
を
迎
え
、

言
泉
寮
な

E
を
訪
れ
、

ふ
ょ
正
ハ
大
村
市
長
可
愛
い
子
供
建
の
顕
を

一

夕

刊

は

藤

戸

秘

撫

で

乍

ら

り

ン

ゴ

や

キ

一

ン
汁
書
課
長
、
ヤ
ラ
メ
ル
申
告
と
グ
リ
ス
一

一
じ
泊
四
国
市
一間

マ

ス

の

プ

ν
ゼ
ン
ト
を
一

サ

所

世

事

務

所

一

人

一

人

の

子

供

達

三

乃

由

同

長

ら

を

帯

贈

っ

た

が

、

子

供

達
は
…

い

保

同

し

て

、

p

市
長
さ
ん
の
サ
ン
グ

一

イ

一-

市

内

の

他

お

じ

さ

ん

8

1

ζ

大
喜
一

:

オ

同

保

育

所

び

で

あ

っ

た

。

長

蔵

官
誠
一保

育

長

報

係

)

一

-

一

刷

、

中

央

寸

一

保
育
所
を

×

×

滑り右
防消は
長 防策
と操十
朝法一
長を分
聞見聞
長守員

る L

大
村

a陣..;;;!、h

急~~;\~尽き手兵
停 ~，. ; ..r-.: ~~~:'Í:

旧
軍
人
軍
属
遺
族
の
方
々
へ

わ
な
れ
は
手
掛
胴
は
済
ま
さ

れ
ま

A

し
に
か
グ

職
浪
さ
れ
た
方
が
軍
人
で

一わ
受
付
事
務
を
開
始
致
札

あ
る
場
合
は
、
今
迄
受
給
一
て
お
の
ま
す
が
、
現
在
向

3
れ
た
遺
族
年
金
は
公
務
一系
統
未
消
の
方
も
相
営
あ

扶
助
料
に
、
軍
属
の
場
合
一る
よ
う
に
忠
わ
れ
ま
す。

陀
於
て
は
遺
族
年
金
の
額
一左
記
仰
参
照
の
上
、
早
品
川

が
増
額
さ
れ
、
或
い
は
終

一に
手
続
を
桝
ま
さ
れ
る
よ

戟
後
、
停
止
さ
れ
た
普
通
一
う
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

扶
助
料
が
復
活
す
る
等
、
一
仰
不
審

の
執
は
直
接
市
役

昨
年
八
月
恩
給
法
及
び
扱

一所
内
の
師
祉
事
務
所
、
或

護
法
の
一
部
改
正
法
律
が
一
は
市
役
所
出
張
所
に
お
等

施
行
さ
れ
、
就
に
営
市
K
一
ね
下
さ
い
。

於
て
も
、
昨
年
十
一
月
よ
一
ハ
師
枇
事
務
所
ゾ

t写 ifiは泊防 HiL:初式風景〉

ハ
第
=
一・
分
圏
)
八
刀
園
長

滞

日

治

一

ハ
第
十
分
圏
)
分
間
訓
長

社

伊

勢

一

ハ
第
三
分
闘
)
削
分
園
長

山

口

市川
次

戸
第
十
一

一
分
関
〉
班
長

川

添

章
一
松
一
(
第
十
二
分
閤
)
商
代

ご

犬
石
清
市
、
休
場
敏
雄
、

〔
消
防
協
曾
感
謝
朕
〕
一
(
銘
か
分
闇
)
山
水

一
郎
一
鷲
崎
秀
放
、
兇
王
一
郎
、

ハ
退
闘
者
〕
一
戸
第
三
分
間
)
金
氏
信
雄
一

落

水

茂

ハ

感

謝

献

)

一

ハ

第

六

分

闘
)
琴
尾
明
好

一

戸

消

防

係

)

(
第
十
ご
分
閤
〉
開
田
準
一

P

第
五
分
圏
〉
市
山
畳
一

ハ
第
二
分
圏
)
秘
尾
市
一
(
第
十
二
分
園
)藤
本
辰
巳
一

戸
第
四
分
園
以
中
尾
忠
作
一
南
著
作
、
杭
山
繁
一
、
一

とれ.K.陵!の 闘 戸内J、~"..;"、
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2ヒ

受

給

者

大
村
市
消
防
聞
の
川
初
式
状
、

一
月
十
三
日
午
前
九
時
半
か
ら
圏
員
二
T
名
が

勢
揃
い
し
て
勇
批
K
皐
行
さ
れ
た
。

-e

滋

之
の
目
、
朝
長
園
長
以
下
紺
の
ハ
ツ
ピ
姿
も
爵
し
い
闘
員
は
査
開
場
の
大
村
中

串
校
品
川
庭
忙
整
列
、
犬
村
治
防
長
F

市
長
〉
藤
井
泊
防
副
長
ハ
総
務
課
長
)
以
下

本
部
員
、
来
賓
、
知
事
代
現
地
松
川
納
長
始
め
廊
下
消
防
関
係
者
多
数
参
列
の
下

じ
、
初
防
長
訓
示
、
知
事
始
仏
燕
折
税
辞
が
あ
わ
、
つ
い
で
左
記
の
よ
う
忙
大
村

泊
防
長
よ
め
晴
れ
の
康
彰
献
授
興
が
行
わ
れ
、
機
械
器
具
の
臨
検
の
後
、
第
十
-

A
川
園
ハ
一
附
霊
〉
員
K
よ
スム楓
dm
売
る
消
防
銀
法
の
実
施
が
あ
り
、
つ
い
で
保
安
隊

音
繁
除
の
勇
批
在
行
准
曲
K
乗
っ
て
圏
民
主
消
防
車

ハ
機
動
車
九
台
、

手
曳
二
台
、

腕
用
二
台
〉

の
分
列
行
進
に
移
り
大
村
泊
防
長
の
査
閲
を
受
け
た
。

部
隊
は
逐
吠
、
玖
島
崎
-
ハ

永

年

勤

続

章

〉

一

川

添

繁

松

;
一
海
岸
K
主
ゎ
、
野
球
場
開

大
村
+
問
靴
作

U
関

長

一

戸

第
三
分
間
)
副
分
園
長

j

近
で
白
龍
天
忙
沖
す
久
島豪

十

朝
長
同
比
二
一

山

口

清

次

批
た
放
水
訓
紋
h
T-
実
施
、
一
門

消

防

協

曾

長

一

(

間
続
年
数
二
十
年
以
上
)

引
き
つ
イ
い
て
市
中
行
進
一

表
彰
者
〕

↑
F

第
六
分
圏
)
泊
防
部
長

を
行
っ
て
中
央
公
開
げ
館
前
一
永
年
勤
頼
者
f

勤
続

年

数

一

山

上

義

雄

で
正
午
解
散
、
意
義
深
い

一一
一
千
年
以
上
)
一
ハ
第
十
二
公
園
〉
班
長

半
年
の
出
初
式
た
終
了
し
一

戸
第

六

分

閤

)

分

間

長

一

地

上

氏

雄

て
、
健
統
に
飾
く
犬
村
市
一

飯
笹
五
郎
女
一
ハ
第
十
=
長
国
ν

圏
員

消
防
聞
の
抗
力
を
限
の
あ
一
ハ
第
三
分
間
〉
分
園
長
一

;
m
m
部

純

夫

た
り
忙
展
開
、
市
民
の
嶋
一

部

口

治

二

副

班

長

ー

時
む
浴
び
た
。
被
表
彰
者

一

一

回

添

清

攻
め
通
り

一門
懸
消
防
協
会
長
一
(
第
十
二
分
圏
)
連
絡
班
長

ハ

庚

報

係

)

一

表

髭

者

〕

一

盛

山

定

一
ハ
勤
続
年
数
二
十
五
年
〉
一
ハ
第
十
三
分
困
)

〔

表

彰

者

〕

一

ハ

第

十

分

闇

V

分

圏

内

長

一

小

玉

安

等

〔
図
家
消
防
本
郡
長

一

社

伊

勢

二

田

島

初

吉

:

表
髭
者
〕

一
戸
第
十
二
分
間
〉
班
長
一
(
第
六
分
闇
〉
副
部
長

て
托
波

L
た
一

.

一

一

帯
同
ぽ
除
「

」

‘

一

一
遺
族
年
金
を
受
給
し
た
人

一
内
株
の
婁
を
含
ま
ず

一

一

父
母
に
し
て
漏

ω才
米

け

一
吊
慰
金
を
受
給
し
た
人

一滴
及
び
氏
を
改
診
な
い

人
市

一
普
誼
扶
助
料
を
受
給
し
て
い
た
人

一父
母
。
婚
姻
の
場
合
一

周

一
一
普
祖
恩
給
を
受
給
し
て
い
た
人
の
遺
族

一

一阜

一
十
一
一
一
(
ニ
〉
年
以
上
在
職
し
て
普
祖
恩

一

M
一
給
を
請
求
せ
ず
亡
《
な
っ
た
人
の
遺
一
族

一

以
一
七
年
以
上
十
一一
つ
一〉
年
未
満
引
き
続

一

事
官

一
き
在
職
し

一
時
思
給
を
請
求
せ
ず
亡
な

一

耳
問

一
ヲ
た
人
の
遣
い
B

.

一

リ
一
扶
削
料
を
受
け
る
者
が
兄
弟
姉
妹
以
外

一

一
に
な
い
時

κ
、
未
成
年
又
は
不
具
鑑
扶

一

石
は
ほ
同
怯
川
い
な
い
説
会

一

一
遺
族
年
金
を
受
給
し
た
人

一
弔
慰
金
を
受
給
し
た
人

資

持

ム

ぜ
ら
れ
た
意
見
を
募
集

し
水
運
動

の
銑
展
の
一

助、と

L
た
い
の
で
あ
る

ニ
、
主
催

財
閥
法
人
公
明
選
撃
連

県
都
道
府
際
選
器
管
理
委

員
食
辿
合
会
、
自
治
庁

三
、
標
題

新
有
権
者
と
し
て
の

濯
即
時
K
劃
す
る
白
魔

四、
¥感

校

肱
募
者
一
人
当
三
百
字

詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内

玉
、
肱
募
資
格

昭
和
八
年
一
月
一
日
か

ら
昭
和
九
年
十
二
月
一
一一
十

一
目
ま
で
に
生
れ
た
者

ム
ハ
、
提
出
先

東
京
都
千
代
田
民
説

ケ
関
自
治
庁
濯
器
部
宛

冒
と
し
て
昨
応
募
者
の
位
則

氏
名
、

生
年
月
日
及
び

職
業
を
明
記
す
る
こ
と

七
、
締
切
期
日

昭
和
二
十
九
年
一

一月
十

五
日
ま
で
提
出
先
に
到
着

し
た
も
の
に
限
る
。

八
、
入
選
作
品
表
彰

暴

は
明

選

ム
一
一
等
一
恥
、

二
与
二

都
、
竺
等
三
劃
ム
賞
命
枕

一
一
等
二
万
円
、
二
寄
一
万

円、

一ケ
等
五
千
円

f
m
L

法
当
の
作
品
が
た
い
場
合

K
校
賞
金
を
附
呈

L
泣
い

と
と
が
あ
る
〉

九
、
入
選
者

発
表

昭
和
二
十
九
年
一一一
月

十
五
日
、
公
明
選
翠
時

報
で
焚
表
す
る
エ
ー
も

仁
直
接
入
選
者
K
、
そ

の
旨
趣
知
す
る

-

一
O
、
そ
の
仙

一

1

肱
募
開
稲
村
返
却
し
一

泣
い
も
の
と
す
る
に

一

2

入
選
作
品
川ぷ
び
最
十分

一

作
品
は
公
明
選
挙
時
報
一

叉
は
印
刷
物
と
し
て
稜
一

表
す
る
も
の
3

と
す
る
口
一

3

朝
日
、
毎
日
、

誤
賢

一

新
聞
一舵
後
援
の
予
定

一

ハ
市
選
挙
管
迎
季
員
曾
〉

公選

言己

備

タ
J 

摘
要
扶
別
料
簡
求
に

巡
る
て
は
死
亡
忠
一
一
時

ハ
死
亡
者
が
開

m
・u
・

訂
以
后
死
亡
L
た
場

合

を

除

{
U
死
浪
者

と
同
一
戸
籍
内
に
在

る
事
を
要
す
る

部
求
脊
の
種
類

摘

〉
会
務
扶
助
料

V
普
調
扶
助
料

五一向 |一一一六J
絡求挟
1I. 年

し金
闘

改
定

一
時
扶
助
料

軍

一
皐
徒
動
員
、
原
爆
閲

一
係
者
等

属

要

マ
奉



審
議
決
定
を
・
行
う
も

の
と

L
、
郡
市
審
査

苓
口
氏
会
は
服
審
査
委

員
会

に
お
い
て
決
定

ー
た
詐
査
一
法
準
陀
法

寺
郡
市
共
匙
舎
の
HA

H
M
昨日行中力
法
比
び

審
査
在
行
い
、
川綿
花

推
せ
ん
す
る
も

の
と

燃
で
は
現
ド

の
食
料判
事
情
の
軍
大
性
h
鑑
み
、
早

念

す

y
‘。

に
姿
作
技
術
の
改
良
普
及
陀
よ
り、

安

心
増
産
止
良

一
ド
悲
管
内
服
審
査
委
員
会

家
間
消
門J
安
定
を
図
ろ
た
め
攻
の
よ
、h

，
に
婆
作
共
進
一
色
北
ハ
げ
に
郡
市
赤
査
零
員

会
を
は
民
訴
4
6

ろ
之
と
に
在
っ
た
口

一

曾
が
、
こ
れ
を
行
う
。

【
費

地
要
領
】

一

長
崎
市
、
佐
廿
保
市、

一
F
出
品
資

格
】

わ
北ハ
匙
会
日
燃
主
催
と
し
一

島
原
市
、
説
円
十
市、

大一
f

装
作
一

一広
が
以
上
作
付

-

次
の
十
一
一
.
郡
市
単
位
毎

一

村

市
、
西
彼
、
東
彼
、
一

す
る
v-
川
部
内
農
家
一h
f↑

忙
行
う
。

一

北
高
、
南
高
、
北
松
、

一

以
上
二

O
戸
以
内
の
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但
し
一

都
市
の
出
品
勲
一
帯
松
、
安
岐
、
対
島
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一
同
出
品
と
し
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山
口
川
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一

数
代
十
五
恥
以
上
と
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一

戸
豚
及
郡
山
K
・税
査
委
一
位
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一

町
歩
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上
止
す
一

十
五
恥
に
渦
た
在
い
場

一

員
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お
く
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《

，

一

合
は
、
他

ω
部
教
の
最

一

服

容

査
民
員
・官
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‘
一
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各
戸
の
出
口川
市
杭
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最
一

も
少
た
い
郡
山
に
合
併
一
装
作
品
品ハ推一会
の
阿
併
一
低
れ
畝
渉
以
上
と
す
る一

す
る
も
の
止
す
旬。
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方

針
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米
査
甘
沼
山
中
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一

色

一
町
歩
む
糾
成
は
立
闘
一

1
1
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1
1
1
11

1
一

地
以
下

主

人

-

側

地
一

l
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i
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i
t
ji
J
一
一
位
一
反
九
畝
歩
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上
で
一

(
応
綜
却
定
)

一

一

一

一

E
L
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一
枚
の
・爪
さ
村
二
畝
歩
一

A
原
稿
H
H

四
百

字

前

後

二

一

一

f
二

一

ユ

ト
ぃ、

kι
町
二
λ

'

川心
人
以
一

A
先
先
日
市
役
所
民
和
一
竺

J

-
j
s
t
7
4
f
i
一

係
先
A
和
上
匿
名
は
防
一

一一

下

i
す』

J1

白

一

意
で
す
が
住
所
氏
名
年

一一
一俳
山
口相
朗
自
は
大
、
小、

一

令
明
記
な
き
場
合
は
採
…

一一

株

婆
別
K
利
れ
か
一
一
位
一

周

L
ま

せ

ん

一

一

一

知

さ
す
る
。

一

V
備
考

l
投
稿
は
大
村
一
一
一

α予
じ
め
定
め
た
川
口

mm一

h
ほ

K
M
hi
i
i;
一
一
一
場
は
出
則
と
し
て
変
更
一

士

を

認

め

た
い
も

の
ミ
す

一

門
回

答
】

一

一

号

一

例
敬
示
有
難
う
と
き
い
-
一

門

審

査

】

一

す
し
た
。

こ
の
件

に
つ

P
審
査
は
予
備
審
査
と一

き
ま
し
て
伐
昨
年

当

初

本

梓

査
に
分
け
技
術一

よ
り
種
々

の
角
度
か
ら

一

?と
取
量
に
つ

い
て
行
一

強
討
を
加
え

る
主
共
に

〉

一

う
も

の
と
し
、
予
備
一

川
唯
一
ほ

崎
沖

同
点
崎

容
査
は
郡
市
審
査
制
一

V
明
日
阿
オ
を
好
従

ι

員
会
K
お
い
て
普
及

一

勝
外
各
市
の
取
扱
猷
ザ

地
区
単
位
陀
行
う
o

一

乞
制
百
い
た

L
ま
し
た

本

緋
査
は
、
そ
の
う

一

州市
穿

そ
の
必

要

位

を

一

も
優
秀
た
も

の
三
紘
一

痛
感
い
た
し
、
三

れ

が

一

d
'h

忙
っ
き
行
う
。

一

取
抑
規
則
等
も
目
下
検

一

。
予
仙
審
査
の
方
法
は

一

討
中
で
あ
り
ま
し
て

、

一

都
市
梓
査
委
員
曾

に
一

出
来
得
れ
ば
昭
和
二
十

一

ー

お
い
て
定
む
ぶ

も
の
一

九
年
度
よ
り
、
こ
の
取

一

R

I
ζ

す
る
。

一

扱
い

の
実
陥
が
出
来
ろ

一

日
・本
和
査
は
次
の
方
法

に
一

ょ
う
努
力
中
で

あ
り
ま

:
l
T

O

一

1
1
?
み

V
J』
F
J

、h.J
E

す
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，
d

一

制
収
最
審
査

同
u
川
一

単
位

M
K
十
五
坪
刈一

を
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施
し
、
そ
の
う一

も
コ
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つ
き
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整

一

乾
燥
を
行
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量
一
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し
更
に
品
質
の
審
査

を
も
行
う
。
裸
姿
、

小
委
、
犬
姿
。
牧
量

脱
、
制林水会
石

に
換
筑

の
上
、
順
位
を
決
定

す
る
も
の
、と
す
る
。

入 の iHI'Cび 法 の
れ外に つ 地、 池
方 、よ い力 努 正
、裏つ て の j1

級作て 行 増の お1・
肥 の は い 位的 強
導と . 、な減の

入り こ ~f日吉 及 方

大村 湾 航 路に つ い tお 知 ら せ

大村市を基点をする大村湾内航路は下記 (別図参照)

Pますのf御知 らせ致 します。

竺 一三 恒ヂ|ヂ竺uJ 寄 港 地 |金融|空時刻

時分| 時 時分
大長丸 1:長浦 I7.45 I (大卒よ り 6040) →|大村 I9.0U 

グ | グ I 1t1.45 I← 一一一一一一 | グ 1 9.3日

グ|グ I12.15 I →|グ I13剖

グ | グ I 16.15 I (大卒へ 17.20)← I !) I 

倉吉丸|亀滞 I6.30 I早風→切崎→元越→古泊→又兵衛→長前i( 8.3U)→!大村 I10.00 

グ | グ 1 17.3u 1 早夙←明 l埼 ←元越←古泊←叉兵制←長:浦 (15.~O )← | グ 1 14.00 

大卒→名串4小 ~1 →長浦→大石→子 守 JI! →時津 I -1-++ I 
c I プミ村 I HLOiJ 

→盟床→田辺崎→依ifl -ー一一一 一 → I/ "1" I 
大石←子 有川←時n'←聾!求←111辺崎←佐淵 I1'2' 11七

大卒←名$←小 口←長浦← 一一一一一一一一一一一一 1 ゲ '¥J;"lU 

(商工水産課〉

の遁p就航 して居

6.50 長i市丸It'!i 

レカ
σ'.) 4xと Lき デ〉ヲ〉

四日荒すて の 改 JV，
~ii :)肱 る 1)と改善況
~U~ f'C 0 X.持 、
投す 等 ま 二
Wf る ぞわ年
将 も 三}すり j二
査 の lむす作

A 
数五減メ jillI地Jj)(

l士O宇和主舵i区最
タIJ0 o 'fi.ーさ j託七
拾必 O 対 し i高王1.

て 米 し 、を 劇
、i泊 二 主主七と

:h~ の 晶H在 h す
O端 を一 品ljJる

二二一二ご二二 !?|1出八?丸l?11;:;;l

15点。グ" 

‘F 

('.~. p _ J) C B 

員員服 詑 燃;ff~員!思 惑 計技貼止 1日1 品る H O
の及非政 ;ff下査会及 義 -Wf、tftri 。て匁
l=tlび査 院 査 員 vcU長 O二下上は 11 以
か長会W1!苓 を誹郡 吉 恥 C)-'.h 上製Ilj 貼Ij.r. 
ら業員長;民主jを 11í 貝 主 貼11 製)~品li 、 ~. ;~け
和側 は と;長:く長作曾すと 、1:[1-す )iilI}J 
事 件、j撚 LH 0 及 イ安 〕 ろす lト1 、る ~'j~l : わ
が 職~ 、 良 ひ~る 三 下 。 す 上

主 行表 ー
す う影 竿 dι ロ

るよ は ~告似 つ 伝予 lH; t. v 、 支 R 希~ ~1J\も命
。弓懸 宜，す梓き秀市IIiiljす て J]-'~;l' 査 ïl í の じ
拾 が 声 之主査 llifi Ij-.、 *手 作 る 1)と 長士山 長 ;lr~ t.又
世 討i~ -..， もミ'[;:1ft. も主査 。応 、方 β 査すは
す 市 の員 を の(})委す ili事 び と宗o弓F
::: 1.0- と会 附 三紡自 主〉長 務 非 員 。腕
もllr す 虻 L 船具 合 もに 所査会す
のに る報て K 、tまのお長委の ぞ3

glj 

す 区 1¥1紙す 笹 山市iiI;m~ j ，~I: ~~日誌ぢ- u 共 z
。の込 r;:';c.，柁:二詐 iliIf¥ i i i訟:桟場 Ht~ 
HI t~i: 式も rgI -¥).査容す泊:{-t三~~\~也、ム V"，f
B長の ぱ〉報 様 C 査 与 査二陀門z他
Ji!i' ~:ヨ ~rî t. .!r!~' ;代際告示 '1."= )守主 、:員会 』

に 式 nli~ 寸法 vr.:. ~ま 民 の r) 十 r 別力n
定〉け るを，1::・公 L~?r 日 ~~~~ ;tl¥"; ~~ 
り科 。扱 ;;:tu (1 ) 勺詑〉迄力I1 江~ rlt 
ま地 II ~ キ!/:紙予 と て、 Ij l ー 込

て主 要五 ]fiif!!， る除却 砲 に 犬 た
災 、胞:き巧1、仰 K て ! は 村 両し
害農 さま く協は去 の 利 市 放
を家 れ L救 力 者?る事か の を
最のたた扱陀 々 ;'~ t. t.長(寄
少努 天 が 苗よ稼 月干j: 伺l家、農せ
忙 力 候 、をめ の大じ多の 林 た
日食 忙 の ~t 御 堂絶 7J\ ま忙 皆説。
い よ聞 の 詮 L大筈す虻 々)
とつ復 後りてた の。fX/l様

上 ね 1:j.~ i事感の と 来 H1d ~í のめ
;し街: 件:~ t- 、 LH で 訪J 友 れま 景; 十 Tl'í 牧 ろ
;ま 路i 賀 支三 完ご感愛 、しを lL忙模事
;し樹 TITす L迭さ♂ l>Yi料;ひ?と完 日おをが

;匡{産。 陀 のい致前11と
O 途 、きあ tJfl

:ょを ;叩当5 1亭伺1ましのえ 致告l~ まけ来
:う大 ;羽 lf*く報すて j協忙 寸訂1し ま 、

切 :!!it;長敬 和=pi片 oJ:i;-! .1汁 写 能てし予
に j刀 具ijI~~1 を ぞi深々が狩は て 想

夫 巾 か次 く様 /:H供 去 、外

佐
賀
燃
か
ら
お
鵡
朕

一水
稲
救
援
苗

一曲
反
家
一
の
抗日
さ

ん

に

旧
年
六
月
末
、
熊
水
、
一附

問
、
件
賀
存
豚
下
の
犬
水

害

K
対

L
て
犬
村
市
か
ら

は
農
家
皆
さ
ん
の
併
協
力

に
よ
り
燃
外
救
扱
苗
1
ζ

し

て
約
八
万
川
県
を
搬
出
し
た

が
、
右

に
つ
い
て
杭
賀
市

産
業
課
長
、
A
L農
産
係
長

企
畏
非
要
員
会
々
長
は
十

一
一月
二
十
問
目
前
農
林
課

を
訪
問
、
救
絞
首

に
対
す

る
廊
謝
の
意
そ
去
し
市
内

農
家
の
皆
様
に
す
の
よ
う

市
の
手
数
料
に
付
て

現
在
市
役
所
で
行
わ
れ

て
照
る
傾
収
書
K
依
わ

手
数
料
を
文
机
う
方
法

柱
時
山
的
に
不
経
済
で

用
紙
代
の
不
経
掛
か
と

思
い
ま
す
。

佐
刊
保
市
役
所
で
行
わ

れ
て
居
る
方
法
材
、
証

紙
を
殻
行
し
て
一
カ
所

で
手
数
制
代
金
を
支
排

う
l
ζ

、
消
み
ま
す
。
手

数
料
を
徴
収
す
る
所
で

は
台
帳
を
置
い
て
託
制

を
恥

つ
て
現
山
を
書
い

て
底
辺
す

る
方
法
が
附

便
't
思
い
ま
す
が
市
役

所
で
は
如
利
息
わ
れ
ま

す
か
。
た
お
、
こ
の
一社

紙
有
場
K
は
各
種
子
教

ハ
収
入
役
安
〉

料
を
一
覧
相
来
る
よ
号
、
，l
l
・t
-

山
市
民
の
撃
を

忙
脹
h

り
出
し
て
下
さ

ハ萱

潮

息

礎
)

一
ti
津市
q.t・一
寸
一
池
小

、，…

大村市の人口 (12月31日現在・釘5主防惨内居住者を除<)

| 人 口
区 域別 世帯数|ー 男 l 女 計

大 村 3.326I 7.78! 1 8.268 1 16.050 

西大 村 4.207 1 9.369 1 9.716 1 19.085 

伊松 1.524I 3.514 1 3.619 1 7.133 

訟 原 6191 1.692 1 1.768 I 3.460 

組重 540I 1.574 I 1，641 I 3.215 

萱調 594I 1.661 I 1.685 I 3.346 

鈴田 5291 1.520 1 1，610 I 3.130 

. 三浦 3221 914 I 1.034 I 1.948 

総 数 11.661 I 28.026 I 29.341 I 57.367 

前 月 末 11.679 I 27.975 I 29.392 1. 57.367 

場 減 th d. 18 I 51 ム 51I 0 

(
農
林
誠
)

人口 の 動 き く12月中〉

j主-~Lr-)\一一数 . よ ür r帯 蹴 ム

刷出 生| 山

l転 入 392

誠{死 亡 29
l i伝t11! 4i7 

。


